			2025第1,2,3 RUTC永遠の答えの始まり(39)　 (社)世界福音化伝道協会　www.weea.kr

	2025年9月27日　週間祈りカード

	△産業宣教/金土日時代のやぐら35
重職者産業人の現場メッセージ(使1:8)
	△RTとTCK伝道学/三つの庭のモデル35
三つの力(イザ 6:1-13、Iコリ3:16)
	△核心/RTday
10月学院福音化

	□序論
1.ほとんどの異なること、間違ったことに熱心にする。そのような人々が99.9%だ。
2.答えを受ければみな解決される。その人々は0.1%の人々だ。
3.私の職業をただ、唯一性、再創造ですれば良い
□本論
1.制限的集中をすれば良い。これが「ただ」だ。行く所ごとに問題があるが答えが出てくる時まで集中しなさい。
1)使1:11契約を握って降りてきて14集中した。
2)使3:1-12足の不自由な人に集中するようにした。キリストが初めて宣言される時間に足の不自由な人が立ち上がる働きを神様が起こされた。
使4:1-12ユダヤ人が「キリストを絶対に話してはならない」しかしペテロは「天の下でこの御名のほかに、私たちが救われるべき名は人間に与えられていない」と言った。
3)使7:1-60ステパノ一人の死が世界を生かした。迫害は終わりでなく、より大きな更新であり、始まりの時間だった。
使8:4-8サマリア　使11:19アンティオキア教会。問題が来たとき、ただの契約を握って答が出てくる時まで祈った。
2.唯一性は神様が与えてくださった選択的なことに対する集中だ。
葛藤は重要な更新のターニングポイントだ。更新できる時まで祈るのだ。
1)使11:1-18の雰囲気でなく、みことばに従って行かなければならない。行く所ごとに、ただを持って発見して、唯一性を持って伝達するのだ。
19アンティオキア教会から唯一性の答えがき始めた。
2)ガラ2:10-20イエスを信じてもユダヤ人の法は守らなければならないという雰囲気があった。ただ私の中にキリストが生きていると言った。
3)使28:30-31だれもみことばを妨げることはできなかったと言われている。
3.再創造は皆さんのためにみな生かされるということだ。ワンネス集中
すべての危機は機会だ。機会が見える時まで集中しなさい。
1)使11:19-30危機の状況なのにアンティオキア教会を建てて宣教を始めた。
2)使12:1-25危機のとき、徹夜で祈ったのだ。神様はヘロデ王を呼んで行かれた。
3)使13:1-4重要な歩みを移し始めた。
使16:6-10アジア、マケドニアに。
使19:1-8ローマに行った。
□結論_だまされてはならない
1.答えのゆえにだまされる。
2.成功　どのように勝利するのか。このような水準でなく、答えと成功の後のことを見なさい。
3.経済　お金を儲けるのが重要なのではない。準備300%しなさい。

	イザヤ6章で、神様がこれからレムナントが起こされなければならないと言われた。イザヤが見た御座の力は私たちと通じる。「あなたがたは神の宮だ」それゆえ、レムナントは三つの力を育てなければならない。
□本論
1.見張り人の力を育てなければならない。どこに行っても私が必ずすべきこと、そこに必ず必要なこと、これから必ず必要なことを発見すれば300%が始まる。また、これからのために300%を準備しなければならない。それは一生のためのことだ。
1)７やぐら
2)７旅程
3)７道しるべ
△これを続けて祈りなさい。レムナントは朝10分でもしなさい。
2.Tacit Power -目に見えない力を話す。
1)霊力-祈れば最も重要な霊的なパワーが出てくる。

	2)知力-霊的な力の中から出てくる知力でなければならない。順序が変われば大変なことになる。
3)体力-からだの健康も生じるのだ。
4)経済力-経済的な祝福は従って来る。特に3経済が従って来なければならない。
5)人材力は自然に従って来る。
3.未来の力を必ず持っていなければならない。
1)使13:1-4、13:5-11聖書にあるとおり、神様が完ぺきに導かれて、この働きが起こる。
2)使16:6-10、16:16-18門がふさがったように見えるが、さらに大きな門に導かれる。
3)使19:1-8、19:8-20神の国を大胆に説明する、これが見えれば、この働きが起こる。
□結論
だまされてはならない。レムナントは契約をしっかりと握って待てばこの力が来るようになっている。

	□序論
福音が分からなければ根本的にダメなので、どんどん難しくなる。福音が分かれば伝道運動が起きて、答えが起きる。レムナントはそれを基準として置かなければならない。イエス様が完了したと言われたが、私がダメなことがある。それが最も重要な始まりだ。レムナントのときに福音が分かれば、無条件に世界福音化が起こる。福音を悟れば、終わったのだ。牧師は神様が願われる伝道だけすれば良い。長老、産業人はただ、唯一性、再創造しなさい。レムナントは300%しなさい。福音は300%をもって世界を生かすことだ。レムナントがこの祝福を受ければ、出て行けば証人になる。困難、危機はチャンスだ。この答えをあらかじめ持って行かなければならない。
□本論_確認
1福音?(マタ16:16) -福音を悟る瞬間、みな終わった。問題になる必要がない。答えをみな見つけた。
1.J-X(のろい、わざわいから解放) -救い
1)ヨハ8:44悪魔から解放　2)ヨハ19:30過去、現在、未来みな完了した。
3)ロマ8:2いのちの御霊の律法が死の律法からあなたを解放した。
2.キリストがくださったことを回復(御座のやぐら、旅程、道しるべ)
3.主人-神様は皆さんを最後まで責任を負われる。
ヨハ1:12(身分-権威変化) -どんな問題が来ても大丈夫だ。待ちなさい。
Ⅱコリ5:17霊的DNAを変えられた。
ガラ2:20私の中にキリストの働き
2福音を逃す理由
1.マタ16:13-20(間違った福音)
2.使11:1-18人の基準(伝統) -霊的問題が解決できない。
3.ガラ2:10-20(雰囲気) -人の基準、雰囲気にだまされずに超えなさい。
3福音の味わい
1.ヨハ1:11-12光として来られたキリストは暗闇をみななくしてしまう。その事実を信じて受け入れ
2.使1:1-8一日に一度は私のたましい、からだ、脳も生かすことを考えて、御座のやぐら、旅程、道しるべを祈りなさい。
3.ピリ3:8-21万物を服従させる名前-祈りは御座に運ばれて神様の器に込められ、たましい、御座に刻印される(黙8:3-5)
4福音の力を味わう
1.Exodus -福音が証しされて血のいけにえをささげるとき、出エジプト、ペリシテ、アッシリア、アラム、バビロン、ローマ
2.ネフィリム癒やし　3.暗闇癒やし
□結論_ 7･7･7
1.祈りで刻印させなさい
2.学業で根をおろす。
3.300% -証人
神様がヨセフに、ポティファルの家に、ヨセフが行く道に働いて準備された。

	
	△散らされた弟子たち/7∙7∙7のモデル35
巡礼者の準備(イザ 6:13)
	

	
	皆さんが、もうこの契約を持って一生巡礼者の道を行かなければならない。
1.礼拝成功
牧師の説教を聞くとき、説教として聞くのではなく、みことばを聞きなさい。すると
1)答えが出てくる。
2)これを持って主日、一日中祈りなさい。すると刻印される。
3)すると確定される。これが続けば流れに乗る。
	2.6日祈りに成功しなければならない。これが旅程だ。旅程として答えを受ければ、神の国が臨むようになっている。これが基準だ。
3.未来の答え
現場で未来の答えを見つけるのだ。未来にはこれ(三つの庭、金土日時代、黙想時代)は大路を作ることだ。これから器の準備をしなければならない。大きな祝福を受ける準備をあらかじめしなさい。
	

			2025第1,2,3 RUTC永遠の答えの始まり(38)　 (社)世界福音化伝道協会　www.weea.kr

	2025年9月21日　週間祈りカード

	△区域メッセージ第39週/５部「だまされない絶対やぐら300％の味わい」
300%答え(使1:8)
	△聖日１部
キリストを嫌う人々(使4:1-12)
	△聖日２部
問題を祝福として見る弟子たち(使6:1-7)

	△300%答え?今、礼拝時間に最も力を受けることだ。
①今-今日一番必要なこと、今必ずすべきことを見つけるのが300%の始まり
②現場、できごと(使1:8) -ヨセフは奴隷ではないが奴隷として行き、タラントが清掃ではないが、清掃をした。そこで本人が答えを受けて。ポティファルが、主がヨセフとともにおられることを見た。現場にいるほかの人も見て、神様がともにおられることを見ることが300%だ。聖霊の満たしだ。
③一生-一生すべきことの300%が発見できる。
□序論_基準
７やぐら24、御座、聖霊の導き、刻印-やぐらが建てられれば24神様の祝福を受けて、御座の力が現れて聖霊に導かれる。祈りでこれを刻印させなさい。
７旅程25、根、聖霊の働き-旅程を進まなければならないが、私たちの力では人を生かすことができないから、25の力を持って行くのだ。このとき、刻印された部分が根を下ろして、現場に働きが起こるが、それが聖霊の働きだ。
7道しるべ永遠、体質、聖霊、実-ほかの人も見て、来ることができる永遠の道しるべ。多くの人の運命と体質を変える働きを聖霊の実と言う。
□本論_来る答え
1.私
1) 3集中の答えが来る。
2) 3セッティング-重要なプラットフォームが作られる。
3) 3答え-世の中に出て行く前に、すでに答えを持って出て行く。
2.職業
1)専門性100%が出てくる。
2)現場性100%が出てくる。
3)システム100%が出てくる。
3.伝道、宣教
1)使13:1-4聖霊が私たちを完ぺきに導かれるようになっている。パウロはこの祝福を味わうために断食して祈った。そうしたところ、聖霊が人、場所、ことをみな教えてくださった。
2)使13:5-11暗闇が砕かれてネフィリムが治る。神様の驚くべき働き、システムが作られる。
3)使13:12総督が弟子に変わる。
□結論
1.答え-今日礼拝をささげて祈る中に答えが出てくる。
2.刻印-今日一日中祈って重要なみことばが刻印されなければならない。
3.確定-六日間に確定したことを持って祈るようになる。すると、集会や核心に行けば、みことばがつながる。みことばで答えが来ることを感じることができれば伝道、宣教の門が開かれる。御座の力でなければ、世界福音化することはできない。この力が臨めば、未信者と237を生かすようになって、この力は聖霊で働かれるので5千種族を生かすようになる。
	※権威と祈り体験-信仰で礼拝して祈ってキリストを宣言するとき、暗闇が縛られる。
1)キリストの御名を宣言したが、すべての問題が解決されて運命が変わった足の不自由な人
2)礼拝して祈る時間にヘロデ王を呼んで行かれた。
3)血を塗った日、出エジプト
4)キリストの御名で祈る時間に光が照らされるので暗闇が崩れる。
5)サタンはキリストを恐れてキリストの前に完全にひざまずくのでキリストを話してはならないと言うのだ。
□序論_確かに知るべきこと
1.キリストを持つようになれば、光を持つ。
1)いいかげんなキリスト(答えx)、混ざったキリスト(混乱)、反キリスト(わざわい) -ただキリスト(ただ答え)、完全キリスト(世界福音化)
2)皆さんが祈るとき暗闇が崩れる-光として来られたキリストを信じる者は神の子どもとなる権威を与えてくださったため(ヨハ1:11-12)
3)次世代を倒すことを目標にしているサタンは、キリストを知ってキリスト持った者を分かる。
2.キリストを持っている0.1%の人々とキリストを知らない人々
1)息子の代わりの雄羊を握ったアブラハムと関心がなかったロト
2)キリストを知らず、大きなわざわいを次世代に負わせたイスラエル
3.キリストの光を持つ者-光を放つことだけしなさい。この光を万民に告げ知らせなさい(イザ60:1、Iペテ2:9)身分、権威を信じて礼拝のときに使いなさい。
□本論_この光を放てば起こること
1.霊的問題が解決される。
1)12の暗闇を伝達したサタンを打ち砕いた王
2)わざわいをなくしたまことの祭司
3)救いの道を開かれたまことの預言者
△礼拝と定刻祈りの時間にイエス・キリストの御名を信じて告白して宣言して暗闇を打ち砕くのだ。
2.運命がひっくり返る。
1)生まれつき足の不自由な人-運命
2)運命を変えることはできない肉体的、物質的な奉仕
3)完全キリストの答えを持っている人がキリストの御名を宣言するとき、運命がひっくり返る。
3.私たちの未来と永遠のことが変わる。
1)やぐら　2)旅程　3)道しるべ
△7･7･7祈りを毎日すればみことばが成就するのが見える。
□結論_暗闇と光は戦いにならない。
1.あなたがたは世の光なので、光を照らしさえすれば良い(マタ5:14、イザ60:1)
2.祈りなさい-運命をひっくり返すキリスト、霊的問題を解決するキリスト、未来と永遠のことを解決されたキリスト
3.これを知ったレムナント7人
1)ヨセフ、モーセが行く道に当然起こった出エジプト
2)キリストを確信したので計算がなかったパウロチーム、バビロンのレムナント
		必ず
	ただ、唯一性、再創造
	300%


私が必ずすべきことを見つけなければならない。あるパートを任されれば生かさなければならない。復興の奥義はただを発見すれば良い。ほかの人が知るようになる唯一性の答えが来る。すると再創造される。私がすべきパートに300%を準備しなければならない。すると、多くの働きが起こる。
	7･7･7
	味わう祈り
	力、癒やし、サミット


キリストが背景として与えられた7･7･7を味わう祈りをしなさい。そこから力が現れて、根源的な癒やしが起こる。霊的問題がなくなってサミットになる。
そのとき、すべての問題、すべての事件、すべての危機が祝福になる。
□序論_祝福を見る目
1.RT7-奴隷として行ったことがエジプトへ行く道、監獄に行ったことがの出世の道。苦難にたくさんあったダビデはいつも感謝した。たった一つも祝福にならないことはない。
2.ヘブ11:38苦難を受けるように見えるが、違う。世の中にだまされなかった。
3.パウロ-苦難を一番たくさん受けたが、キリストと感謝を一番多く書いた
□本論_最高の危機時代に立つようになった重職者(使6:1-7)
1.力がある人々が初代教会が異端だと扇動-時代を変える答えが与えられる
1)極刑　処刑　　　2)法的布告令-福音を伝えてはならない。
3)宗教人の迫害　　4)商人の迫害　　5)ローマの迫害
△福音は絶対に止められることなく、みことばは止まったことがない。時代を変えた。ローマ征服
2.威嚇の雰囲気-まことの弟子が起こる
1)使11:19-30アンティオキア教会誕生
2)使12:1-25重職者中心にワンネスになって祈り、ヘロデ王が呼んで行かれた。
3)使13:1宣教師として派遣されたパウロ
3.追われる人-未来と世界福音化を任せられる
1)Remnant-捨てられた者のように見えるのに残りの者。追われる者のように見えるが散らされた者。逃げたのではなく、派遣された者。この人々を通して世界福音化が起こった。
2)使13:1-4、16:6-10、19:21聖霊が完全に導き、門を開けるためにマケドニアへ、ローマへ
3)流浪の民(AD70)に乗って全世界に福音が入るのに用いられたレムナント
△感謝して神様に任せなさい。神様は祝福する神様だ(ルカ15章)。皆さんの弱さをご存知で聖霊の満たしを約束された。
□結論_だまされてはならない
1.現実(利己主義-自分だけのための説明) 　2.事実(雰囲気)
3.真実(フレーム-組んでおくこと) 　　
4.霊的事実(彼らがわざわいを受けないように)
5.神様の計画(彼らが救われるように)
△はやく答えを出しなさい。すべての問題、事件、機会は祝福だ。それが福音の力だ。





